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『
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

木
戸 

利
充 

 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
令
和
五

年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
木
戸
利
充
と
申
し
ま
す
。
微
力

な
が
ら
家
庭
と
学
校
の
架
け
橋
的
な
役

割
と
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

こ
こ
数
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
行

事
が
中
止
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
寂
し

そ
う
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま

し
た
が
、
よ
う
や
く
終
息
の
兆
し
も
伺

え
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、
五
類
に
移
行
さ
れ
る

な
ど
、
今
年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
通
り
の

行
事
等
が
行
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
一
方
、
中
止
と
な
っ
て
き
た
行
事
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
ベ
ス
ト
な

手
法
だ
っ
た
の
か
、
極
論
、
実
施
が
必
要

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

機
会
に
な
っ
た
方
も
多
数
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
こ
で
今
年
は
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
基
に
、
教
職
員
、
子
ど
も
た 

  

       

ち
、
保
護
者
、
大
袈
裟
で
す
が
、
福
江
中

学
校
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
方
を
意
識

し
た
活
動
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
が
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
活

動
の
基
礎
と
な
る
大
切
な
一
年
で
あ
る

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
責
任
重
大
で
す

が
、
先
生
方
と
一
緒
に
よ
り
良
い
「
あ
り

方
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
の
理
想
は
「
学
校
教
育
」
と
「
家
庭

教
育
」
の
連
携
で
す
。
保
護
者
任
せ
、
学

校
任
せ
で
は
「
希
望
に
燃
え
て
、
羽
音
も

か
る
く
羽
ば
た
く
」
よ
う
な
生
徒
の
育
成

は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。
学
校
と
家
庭

で
ｗ
ｉ
ｎ
・
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
が
構
築
で
き

る
よ
う
、
「
学
校
」
と
「
家
庭
」
で
連
携

し
て
い
く
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
活
動

し
て
参
り
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
原
稿
、
今
話
題
の
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
作
成
を
試
み
ま
し
た
。
条

件
を
入
力
し
た
と
こ
ろ
十
五
秒
で
作
成

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
便
利
な
ら

連
載
し
て
も
構
わ
な
い
と
も
思
え
る
く

ら
い
で
し
た
。
結
果
読
ん
で
み
る
と
自
分

が
思
い
描
い
た
内
容
で
は
な
か
っ
た
た

め
採
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
時
代
に
沿
っ
た
ア
イ
テ
ム

活
用
の
提
案
も
し
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
積
極
的

な
参
加
・
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

『本
当
の
無
敵
と
は
』 

  
 

校
長 

 
 
 

矢
野 

正
明 

 

一
人
で
で
き
る
人
は
立
派
な
人
で
、
一

人
で
で
き
な
い
人
は
、
だ
め
な
人
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

「
助
け
て
く
だ
さ
い
」 

我
々
が
、
こ
の
言
葉
を
使
う
と
き
は
、
ち

ょ
っ
と
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
本
当
は
、
自
分
で
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
人
に
頼

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
本
当
は

自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ

け
れ
ど
、
そ
れ
を
人
に
や
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
私
は
、
本
当
に
た
く
ま
し
い

人
は
、
そ
の
言
葉
が
、
遠
慮
な
く
使
え
る

人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

福
江
中
学
校
の
職
員
室
前
の
廊
下
に

は
、
「
無
敵
」
と
書
か
れ
た
大
き
な
書
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
「
無
敵
」
と
は
、

「
最
強
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
敵
を
つ
く
ら
な
い
。
感
謝
の
心
と

謙
虚
さ
を
持
っ
て
、
み
ん
な
が
味
方
に
な

っ
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
『
無
敵
』
と
い

う
状
態
で
す
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
書
に

書
か
れ
た
「
無
敵
」
の
意
味
な
の
で
す
。 

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
ド
ラ
マ
「
ラ
ス
ト

マ
ン
～
全
盲
の
捜
査
官
～
」
で
は
、
主
演

の
福
山
雅
治
が
目
の
見
え
な
い
Ｆ
Ｂ
Ｉ

捜
査
官
と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。
目
の

見
え
な
い
彼
は
、
人
を
信
じ
、
感
謝
と
謙 

                                

虚
さ
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。 

彼
の
活
躍
に
よ
っ
て
事
件
が
解
決
し

た
と
き
に
も
日
本
の
警
察
に
向
か
っ
て

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
丁
寧
に
お
礼
を
言
い 

ま
す
。
ま
た
、
バ
デ
ィ
を
組
む
大
泉
洋
を

は
じ
め
、
周
り
の
人
た
ち
に
は
、
「
私
は

社
会
の
た
め
に
力
を
使
い
た
い
。
だ
か

ら
、
お
願
い
し
ま
す
。
助
け
て
く
だ
さ
い
」

と
頭
を
下
げ
ま
す
。
大
志
を
成
し
遂
げ
る

た
め
に
は
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と
を
厭
わ

な
い
た
く
ま
し
さ
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。 さ

て
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
福
江

中
学
校
は
、
地
域
・
保
護
者
の
方
々
が
学

校
運
営
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
で
す
。
地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
た
ち

を
育
て
る
と
い
う
共
通
の
目
的
の
も
と
、

一
緒
に
素
敵
な
福
江
中
学
校
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

私
も
感
謝
と
謙
虚
さ
を
持
っ
て
「
無

敵
」
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 
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副
会
長 

河
合 

麻
奈
美 

  

会
長 木

戸 

利
光 

  

副
会
長 

川
口 

真 

  

会
計
監
査 

田
中 

睦
保 

   

    
 

小
川 

信
弘 

 

畑 

淳
二 

 

天
野 

育
代 

 

永
井 

知
子 

 

渡
邉 

智 

 

小
久
保 

陽
子 

  
 

酒
本 

ま
ゆ
み 

 

小
久
保 

麻
知
世 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令和５年度 福江中学校 

ＰＴＡ役員・委員 

職員紹介 
 

齋
藤 

大
介 

  
 

荒
木 

恭
平 

 

河
合 

章 

 

吉
田 

雅
巳 

 石
井 

梓
穂 

 

 
 

鈴
木 

恵
里 

 
 本

多 

克
行 

 

 
 

中
川 

詠
美
子 

 

𣘺
本 

正
臣 

 

鈴
木 

貴
博 

 

 
 

藤
井 

厚
行 

 

齋
藤
久
美
子 

  
 

荒
木 

和
佳
子 

 

杉
浦 

恵
子 

 

 
 

炭
山 

和
也 

 

金
田 

雅
也(
※)

 

中
村
三
友
紀
（
※
） 

久
野 

健
太
郎 

 

髙
橋 

雅
夫 

 

本
田 

敏
子 

 

小
久
保 

い
と
み 

 

渡
邉 

和
志 

 

佐
東 

早
苗 

 

川
口 ジ

ュ
ビ
ー
ジ
ー
ン 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教 養 委 員 会 

 

広 報 委 員 会 

 

役   員 

※
の
方
は
、
撮
影
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
で
す
。 

厚 生 委 員 会 

 

生 活 委 員 会 
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Ｐ
Ｔ
Ａ
全
体
委
員
会 

定
期
的
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
と
委
員
が
学
校
に

集
ま
り
、
役
員
会
・
全
体
委
員
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
役
員
会
で
は
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
会
計

監
査
が
、
全
体
委
員
会
で
は
広
報
委
員
会
・
教
養

委
員
会
、
生
活
委
員
会
、
厚
生
委
員
会
が
加
わ
っ

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う

に
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

五
月
十
二
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
全
体
委
員
会

で
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
Ｆ
ス
ポ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
、

除
草
作
業
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
研

修
会
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。 

  

       
五
組
担
任 

佐
東 

早
苗 

 

一
年
副
担
任 

柴
田 
主
理 

 

一
年
三
組
担
任 

寺
田 

崚
佑 

 

一
年
二
組
担
任 

 
 

 
 

 
 

依
田 

誠
太 

 

事
務
主
事 

坂
口 

昌
寛 

 

一
年
一
組
担
任 

 
 

 
 

 
 

福
井 

啓
介 

 

事
務
主
査 

 

宇
佐
美 

和
雄 

 

一
年
主
任 

 
 

 
 

 
 

畑 

淳
二 

 

司
書 

 

水
野 

友
紀
子 

 

一
年
副
担
任 

 
 

 
 

 
 

兵
藤 

愛 
 

用
務
員 

木
藤 

智
美 

 

養
護
教
諭 

松
田 

瑞
季 

 

用
務
員 

 

上
妻
す
み
恵 

   

六
組
担
任
・
特
主 

 
 

 
 

 
 

越
賀 

浩
之 

講
師 

 

田
畑 

知
子 

通
級
・
三
年
副
担
任 

 
 

 
 

 
 

吉
口 

佳
澄 

講
師 

 

石
川 

智
加 

 
 

 

三
年
四
組
担
任 

渡
会 

亮
介 

二
年
副
担
任 

 

小
野 

紗
雪 

三
年
主
任 

 
 

 
 

 
 

炭
山 

和
也 

二
年
副
担
任 

 

鈴
木 

日
向 

教
頭 

 
 

 
 

 
 

井
本 

教
貴 

二
年
三
組
担
任 

 

太
田 

健
司 

校
長 

 
 

 
 

 
 

矢
野 

正
明 

二
年
二
組
担
任 

 

鈴
木 

福
志 

教
務
主
任 

 
 

河
合 

寛
樹 

二
年
一
組
担
任 

 

小
川 

達
也 

三
年
三
組
担
任 

 
 

 
 

 
 

竹
内 

光
優 

二
年
主
任 

 
小
久
保 

麻
知
世 

 
 

 
 

三
年
二
組
担
任 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

壮
太 

七
組
担
任 

 

髙
橋 

俊
達 

三
年
一
組
担
任 

 
 

 
 

 
 

本
多 
克
行 
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第１回学校運営協議会  

第１回学校運営協議会を，４月２０日（木）に開催し

ました。令和５年度の委員の皆さんは右記の通りです。 

協議会において，矢野正明校長からは，学校経営方

針（下記）が示され，承認されました。また，専門部会で

は下記の方針で活動します。 

 

地域コーディネーター紹介 
本年度は地域コーディネーターとして，小久保正吾さん，天

野千栄子さんが学校と地域の連携役として，コミュニティ・ス

クールを推進して下さいます。 

福中渥盛協働本部の活動は毎月第一月曜日に実施します。ま

た，行事前等，打合せが必要な場合には随時実施していきます。 

令和５年度 

第 １ 号 

コミュニティ・スクール 

（田原市立福江中学校） 

 

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙだより 
役　職 氏　名 小学校区

1 学識経験者 山本　五夫 福江

2 福江中学校同窓会会長 松浦　勝俊 中山

3
福江中学校区コミュニティ協議会会長代表
(旧福中校区）

木村　敏和 清田

4
福江中学校区コミュニティ協議会会長代表
(旧岬中校区）

小久保順一 伊良湖岬

5 福江中学校前ＰＴＡ会長 青山　和人 伊良湖岬

6 福江中学校ＰＴＡ会長 木戸　利充 中山

7 福江中学校ＰＴＡ副会長 河合麻奈美 伊良湖岬

8
地域学校協働活動推進員（地域コーディネー
ター）

小久保正吾 伊良湖岬

9
地域学校協働活動推進員（地域コーディネー
ター）

天野千栄子 福江

10 市民活動団体(ＮＰＯ)代表 小川　美鈴 中山

11 保護司代表 伊藤　　功 亀山

12 青少年健全育成推進員代表 齋藤　和弘 伊良湖岬

13 スポーツ推進員代表 山本　正晃 福江

14 渥美ロータリークラブ関係者代表 川口　　真 福江

15 渥美商工会代表 川口　和也 清田

ＣＳ専門部会の活動について 
【広報企画部会】 

・Ｒ５年度ＣＳカレンダー発行に向けて、各地区のＲ５の行事予定表を集め、学校の年間行事予定と

あわせて一枚のＣＳカレンダーを作成する。 

・ＰＴＡだよりにあわせて今年度同様ＣＳだよりを発行する。 

【スポーツ文化部会】 

・Ｆスポ 2023 ではアジャタを行いたい。 

・文化祭時にワークショップ、また体験教室をまずは小規模にできるところから開きたい。 

【生活安全部会】 

・保美から福江中（さらに中山）までの県道に、歩道設置を継続して訴えていく。 

・地域の活動になるべく参加するよう、生徒に促す。 

・祭りの巡回。地区の行事に参加した際には、気にして様子を見る。 

・学校、地域、官公庁(市・警察)など、様々な立場みんなで困っている生徒や家庭の支援をしていく。 

【教育課程部会】 

・ふるさと学習の積極的な取組み。 

・各活動の取組みや成果などを専門部会と協力して情報発信していく 

【環境防災部会】 

・今後検討していく 

天野千栄子さん 小久保正吾さん 


